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目的及び方法、成果の内容 

 

①目  的 

近年、患者の高齢化や高度医療の進歩により重症患者管理及び呼吸療法の重要性が認識されている。

集中治療領域においては 2018 年より早期離床・リハビリテーション加算が新設され、呼吸理学療法を

はじめとしたリハビリテーションの重要性が診療報酬制度上においても認められた。本院でも本加算

の算定が開始され、ICUから理学療法を開始する患者数は増加している。加えて、本院周術期安全サポ

ートチームにおいては、2018 年より食道がん患者の術前集中呼吸理学療法を開始し、より一層術後呼

吸器合併症予防に取り組んでいる。そのため、呼吸理学療法の対象となる患者は年々増加している。 

3 学会合同呼吸療法認定士は、呼吸管理を行う医療チームの構成要員を養成し、かつそのレベルの向

上を図ることを目的とした資格である。本院では理学療法士 10名、作業療法士 1名が本資格を取得し、

診療に従事している。 

しかし、理学療法部門では全スタッフが集中治療領域の診療、及び呼吸理学療法に携わっており、

呼吸理学療法対象患者の増加に伴い、更なる資格取得者の増員が喫緊の課題となっている。 

この研修の目的は、本院の理学療法士 3 名が、2019 年 11 月に行われる「第 24 回 3 学会合同呼吸療法

認定試験」を受験し呼吸療法認定士の資格取得を目指すことである。 

②方  法 

理学療法士 3 名が、2019 年 8 月中に行われる 3 学会合同呼吸療法認定講習会を受講する。講習会に

参加し、認定試験受験資格を取得後、11 月中旬～下旬に開催される認定試験を受験し、合格すること

により認定資格を取得する。 

③成  果 

本院の理学療法士 3 名が、2019 年 11 月に行われる「第 24 回 3 学会合同呼吸療法認定試験」を受験

し呼吸療法認定士の資格を取得した。 

現在、理学療法士は全スタッフの半数を超える 13名が本資格を取得している。 

周術期の呼吸理学療法や ICU における早期離床、リハビリテーションにおいて、それぞれのスタッ

フは資格取得により得られた知識や技術を活かしながら診療に従事している。 

 また、3 月からは ICU 専従スタッフに限定していた業務を、全てのスタッフで請け負うような体制も

始まっており、資格取得の影響は部門の円滑な診療体制整備にも役立っていると思われる。 


